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岡山県議会議員（岡山市中区選出）
自由民主党

『心豊かな子どもを育む
 ～教育県岡山の復活～』
　　　　　　　 に出演

お ぐ ら 弘 行 ／ D A T A

生活環境保健福祉委員会　産業労働警察委員会
文教委員会　　　　　　　行財政改革等特別委員会
子ども応援特別委員会

おぐら弘行後援会　規約（抜粋）
1.（名称）本会は、おぐら弘行後援会と称します。
2.（目的）本会は、おぐら弘行の政治活動を支援し、会員相互の親睦をはかり、地域社会
　　　　　の発展に寄与することを目的とする。
3.（事業）本会は、目的達成のため必要な事業を行う。

〒703-8243
岡山市中区清水１-6-１９

ogura-net@eos.ocn.ne.jpogura-net@eos.ocn.ne.jpMail
http://www.iza-ogura.com/http://www.iza-ogura.com/URL

小倉弘行Facebook

●家族構成／妻・長男・長女・次女の5人家族　●血液型／A型
●趣味／少林寺拳法二段、バレーボール、ファジアーノ観戦
●座右の銘／「温故知新、自我作古」「人事を尽くして、天命を待つ」

生年月日 昭和40年12月8日 岡山市中区原尾島生まれ。
 （現在、岡山市中区赤田に在住）
岡山大学附属小学校・岡山市立竜操中学校
岡山県立岡山朝日高校・明治学院大学経済学部商学科卒。
平成 2 年 中村國繁公認会計士事務所勤務
平成 6 年 国会議員秘書
平成14年 社会福祉法人旭水会常務理事
   特別養護老人ホーム桃香の里
　　　　　　   旭川こども園・なのはなこども園
平成15年 岡山県議会議員初当選
平成28年　  岡山県議会監査委員
令和 元 年 岡山県議会議員五期当選 副議長就任
令和 ４ 年 社会福祉法人旭水会理事長
　　　　　　環境文化・保健福祉委員会
　　　　　　教育再生子ども応援特別委員会
　　　　　　議会運営委員会委員長

輝く未来へ、システムチェンジ

profile

委員長歴

岡山県盲教育後援会会長
岡山市少林寺拳法連盟会長
岡山県自家用自動車協会会長

役　   職

岡山県議会広報番組岡山県議会広報番組

おぐら弘行
後援会事務所

（086）901-0601
FAX（086）901-0602
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◆住民の生命や財産を守り、生活の
安全と豊かさを保証する事。
◆現在だけでなく、未来の社会に対
しても責任ある政治を行う事。

新型コロナが大流行し、マスク着用・外出自粛・医療機関の
受入体制等、何事も強制できない今の社会制度では中々対
応できない弱点が明らかになりました。また、ロシアによる
ウクライナ侵攻は重大な国際法違反による「力による現状
変更」であり到底容認できないものでありますが、ロシアと
共に中国による台湾有事や尖閣諸島の領有権の問題も危
機感を増しています。初当選から20年近く経ち、少子高齢
化・経済再生と共に、パンデミック等の緊急事態時の対応や
安全保障対策も時代の大きな転換期を迎えています。まさ
に皆様の生命と財産を守り、未来に責任ある政治を実現す
るため、全力を尽くしていきたいと思います。今後とも更なる
ご指導ご鞭撻を賜ります様に心からお願い申し上げます。

おぐら弘行の政治理念

時代の要請にこたえる!!
未来に責任ある政治をつくります。

●県民からお預かりした税金の無駄遣いを無
くし、限られた財源を効果的に使う財政改革
を実現。
●削減だけでなく、時代の変化に対応した行政
にシステムチェンジ。

制度改革

●人生を切り拓き、社会を支えることが出来る
教育の実現。

●個人の自由と権利だけでなく、責任と義務を果
たし、公共の利益を優先する道徳教育の実現。
●人を思いやり大切にし、日本人として誇りの
持てる情緒あふれる教育の実現。

教育問題

●仕事が出来て豊かな暮らしが出来る産業振
興を実現。

●少子化を防ぐために、徹底した対策と重点予
算配分の実現。

●子供･高齢者・障害者など垣根を越えた一体
的な福祉の実現。

安心安全な社会

●支持率至上主義によるブレた政治を正し、保
身のための政治ではなく本当に岡山県や岡山
県民のためになる政治改革にチャレンジ。
●年功序列や事なかれ主義を排除し、県民の立
場に立った議会の実現。
●県庁の追認機関ではなく、独自で政策提言し
意思決定を行える議会の実現。

政治・議会改革
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未来のために
　　抜本的な改革を！

子供達と日本の
　　未来を切り開く！

誰もが安心して
　　暮らせる社会を！

責任の果たせる
　　政治・議会改革を！

少子化対策 教育問題 地方創生
●義務教育（保育）年齢の引き下げ
→３歳児以上の子供の幼児教育（保育）
は行政の責任で全員入る事ができる
体制整備を行う。

●家庭内保育（２歳児以下）への支援
　子供の情緒・性格形成に大きな影響を与
える幼児期には、親がしっかりと子供に
触れ合うことが大切。
→家庭内保育を支援するための財政支援
を充実する。
→一時保育を充実し、いつでも子供を預
けることができる仕組みづくり。

●育児手当の充実
●３世代同居・近居を支援
　近くに安心して預けることができる祖父
母がいる事で、家庭でのしつけや学習に
も良い教育環境ができる。親も安心して
働くことができる。
→贈与税・不動産取得税・固定資産税な
どの減免。

●教員に求める資質能力の見直し
　教員には、教科指導に必要な専門知識は
もちろん、常識と教養、礼儀作法をはじ
めとした人間性や社会性が求められる。
しかし、新任教員は十分な社会経験を持
たぬまま、教壇に立っているのが現状。
→一定の社会人枠を設けることや、社会経
験等有する人を採用する。

●公教育の復活（学ぶ権利の尊重）
→義務教育の学ぶ権利を守るため、規律
や集団生活を過度に乱す生徒について
は、学校側が受け入れの可否を判断す
るような仕組みを設ける。
→受け入れが困難な生徒については、その
ような子供達を対象とした、道徳教育、
社会性指導等に力を注ぐ特別プログ
ラムを持つ教育機関を創設する。
→学力不足を補うため、教員ＯＢなどの
ボランティアを募り、放課後、土曜日
等を活用した補充学習を充実させる。

●おかやまのグランドデザイン
　人口減少、高齢化が加速。都市部へあらゆ
るものが集中する一方で、中山間地域で
は、集落が消滅する時代が迫っている。
→今後は都市部及び地域の中核となる集
落に公共インフラ整備を集中投資し、
それ以外の地域からの移住等を促すな
ど、限られた資源を有効に活用するた
めの仕組み、街づくりを考えていく。

●ひとづくりの財源確保
　地方は、幼少期から高校までの子供達へ
の教育を担うために、多くの投資をして
いるが、高校卒業後、子供達は都市部へ
転出し、そこで納税するため、教育への
投資と、納税という形の回収のバランス
が大きく崩れている。
→その構造を是正するため、所得税等の
一定割合を出身地へ納税する仕組みを
設けるなどして、将来の人づくりを担
う地方の財源確保を目指す。

●岡山県と市町村が一体となって事業の連
携や成長戦略を考えていく県市統合本部
を設置、緊密な連携体制を作る。

▼R1.10.18  
　G20岡山保健大臣会

合

▼R1.9.6
　東京岡山県人の集い

▲R1.12.17 岡山県高校生議会
▲R1.9.10 香川・岡山県議会
　　　　　正副議長意見交換会

◀R1.6.23
　旭川放水路（百間川）
　完成式

◀R1.9.18
　9月定例議会
　一般質問

政 策 提 言

令和元年度岡山県議会副議長
活動
 記録


